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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

地球表層環境における元素の挙動や鉱床形成プロセスを理解する上で，鉱物の微小
領域での化学組成と結晶構造についての情報は必要不可欠である。鉱山廃水で生じ
る沈殿物、かんらん岩や玄武岩の溶解で生じる二次鉱物, セメントやジオポリマー
で不溶化した元素の状態などを調べた。

実験
Experimental

＜実験例１＞北海道幌満産のハルツバージャイト岩を、共存する溶存イオン種を変
えながら、80℃の熱水条件下で変質させ、各条件で生成した水素ガスの量をガスク
ロマトグラフィーで測定した。一方で、溶液中に新たに沈殿した微細な低結晶鉱物
をFE-SEMやTEM, STEMによって調べた。＜実験例２＞有害元素である水銀やカド
ミウムを添加したジオポリマーについて、浸出試験による固定能の評価を行った。
また、XPSによってジオポリマー中でのこれらの元素の化学状態の分析を行
い、TEMによる観察とＥＤＳ分析によってホスト相の同定を行った。

結果と考察
Results and Discussion

＜結果１＞熱水変質によって形成した微細な二次鉱物として、FeやMg, Siを主体と
する低結晶な層状ケイ酸塩の生成が観察された。また、共存する溶存イオン種とし
てAlを添加した場合には、よりシートに広がりを持ったAl, Siの層状ケイ酸鉱物が形
成した。これらの低結晶物質によって干渉される溶液は、Alが乏しい系ではアルカ
リ側で規定され、Alを含む系では弱酸性にまでpHが変化し、それに応じて初期物質
の溶解量や水素生成量が変化していることが分かった。＜結果２＞ジオポリマー中
において、HgはHgOとして存在し容易に溶脱する状態である一方で、Cdは添加方
法によってCd(OH)2として存在する形態やジオポリマーの骨格中にCd2+として取
り込まれた形態に変化することが分かった。カドミウムを長期的に不溶化する場合
は、適切な添加方法を選定することが必要と言える。
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